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結核菌ノ檢索 ト肋膜炎 ノ豫後

(肋膜炎ノ臨林的研究 其ノ四)

(昭和17年7月20日 受領)
ノ

恩賜財團濟生會兵庫縣病院内科(院長 三方悦藏博士)

馨學士 成 田 敬 太 郎

E.緒 言

一般二1顯生肋膜炎 ノ豫後ハニヅニ分 ケテ考 ヘル

コトガ出來 ル。即チ肋膜炎其 ノモノノ 豫後(退

院時 ノ轄蹄)ト 遠隔豫後(退 院後 ノ遠隔成績)ト

デアル。前者バー般 二豫後良好 デアルコ トハ線

テ臨林署家 ノ日常認 ムル トコロヂアルガ、後者

郎チ遠隔豫後二於 テノ、特嚢性肋膜炎二就 テモ其

ノ経過後、肺結核 テ嚢病 ズル率ハ10.-30。%

畜構サ レ、而モ纏過後1ケ 年以内二其 ノ約孚薮

以上 ガ肺結核二移行 スル ト云ハ レテヰル。故二

肋膜炎 ノ豫後 テ論ズルニ當 ヅテハ寧 ロコノ肺結

核ヘ ノ移行二封 シテ重大ナル關心ヲ持 タルペキ

ア ア ルo

借 テ、肋膜炎 ノ豫後二關スル統 計拉二観察ノ、一

々枚暴二逞 ノナイ程多 ク、種 々ナル観黙 ヨリ肋

膜炎 ノ豫後ノ、論 ぜラレテヰル。然シ、 コレラ結

核菌 ノ検索帥チ肋膜炎経過中二於 ケル喀疾及ビ

滲出液 ノ結核菌培養成績 ト肋膜炎 ノ豫後 トノ關

係 ラ観察 シタモノハ唯熊谷教授 ω齢}ノ 報告ニ

ナル喀疾結核菌培養成績 ト肋膜炎 ノ豫後ガァル

許 リデ、他二其 ノ報告ヲ見ナイノデアル。

近年、結核性肺疾患二於 ケル喀疾申結核菌 ノ識

町 ト其 ノ意義二就 テハ、培養法 ノ慮用ニ ヨツテ

比較的少撒 ノ結核菌ガ肺結核 ノ獲生、途展蛇二

豫後二重大ナル關係 ノ存 スル コトガ次第二明 カ

ニナルニ至ツタ。殊二結核初感染期二於 ケル喀

庚 申培養ニヨツテ謹明 サレル結核菌 ノ陽否、多

寡 ガ爾後 ノ肺結核ヘノ移行拉二豫後二重大ナル

指針 テ與ヘルモノデァメ)コトガ明カトナッタ。

而テ、特萎性肋膜炎 ノ多クハ結核初感染二績嚢

スルコトハ練 テ學者 ノ之テ認 ムル トコロヂアル

ガ、初感染期二於ケル喀疲中結核菌 ノ有無ノ・肋

膜炎 ノ嚢生ニノ・關係ガナイコトハ就二熊谷教授

ノ唱導セラvル トコロデアル。 ②{3}要スルニ肋

膜炎ハ肺 ノ結核病竈 二起因 スルーツノ部分現象

デアツテ、初感染期 二於 ケル喀疲申結核菌ハ肋

膜炎壷生二關係 スルトコロ紗 ク、寧ロ肺 ノ結核

病竈 ノ進展二關スルモノデアルコトが群嘘ル。又

肋膜炎縫過後占肺結核二移行スルモノノ・、肋膜

炎経過申二明カニ肺二病竈 ラ謹明スルモノニ多

イトセラレ、又熊谷教授ハ滲出性肋膜炎患者 ノ

肺結核二移行 スルモノハ肋膜炎繧過中喀疾 二結

核菌 ヲ讃明スルモノガ多 イト穂サ レテヰル。弦

二於テ肋膜炎二於ケル喀疾 中結核菌モ亦
、肋膜

炎ガ結核症 トシテノ豫後 ノ問題デアリ、其 ノ肺

結核嚢生ヘノ豫後二重大 ナル關係 ノアルコトハ

想像二盤 リアルコ げ アル。 』 ・

余ノ・嚢二「肋膜炎 ノ臨駄的研究、其 ノニ 及 ビ其

ノ三」(6)A於テ、肋膜炎 ノ喀庚及ビ滲出液 ヨリ

結核菌 ノ培養成績 テ報告 シ、肋膜炎経過中二於

ケル喀疲及 ビ滲出液中ノ結核菌 ノ潰長蚊ニコ ソ

ト臨林諸事項 トノ關聯 テ明カニシタ。其 ノ際肋

膜炎経過中ノ結核菌 ノ有無多寡殊二喀疾中二於

ケル結核菌ガソノ遠隔豫後二重大 ナル關係 ノア

ルテアロウト云フ示唆 テ得、余回 ソレラ肋膜炎
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患春 ノ其 ノ後 ノ経過 テ知 ル機會 ラ得 タノデ之 ラ 報告 シテ大方 ノ御叱正 ヲ仰ギタイト思 フ.

II.調 査 方法

昭和14年8月 以降 ノ 本院 入院及 ビ蓮院漁性肋

膜炎患者 二就 テ、 昭和16年5月 迄 二 轄蹄 セル

約100名 ・=・一、 昭和17年5月 現在 ノ健康1伏態 テ

書歌 ラ嚢 シテ來院又 ノ、同答 ヲ求 メ、其 ノ内70例

二就 テ調査 シタモ ノデ ア ツテ、 昭和16年5月

以降 二韓蹄 シタ肋膜炎 ハ之 テ除 イタ.即 チ肋膜

炎経過後約1年 以上、3年 以 内 ノ違隔豫後 二相

當 スル。 而 テ ソノ多 クハ直接來院 テ求 メテ健 康

調査 テ行 ヅ タ。

而 テ昭和17年5月 現在 二 於 テ、 肋膜炎轄飾後

1-2年 二相 當 スル モ ノ41例 、2-3年 二 相

當 スル モノ29例 デ アル。叉70例 ノ肋膜炎 中

死亡20例(28.6%)、 悪 化6例 、 死 亡+悪 化

37,1%、 肋 膜 炎経過後 現在爾馨治 中 ノモ ノ8例

輕快 セルモ ノ10例 、全治 ノ・26例b輕 快 十全治

51.4%二 當 ルe爾 悪化 トノ・肋膜 炎経過後肺結核

二移行 シ其 ノ病状 ノ重篤 ナル モノ、治療 中 トノ、

経過後省 自魔症撒 ノ出浸 シ現 在治療 中 デアルガ

他寛 的ニハ重篤 ナル肺結核 二移行 シテヰナ イモ

ノ、輕快 トノ・未 ダ勢働 二從事 セズ叉 ハ從事 スル

モ時折 自魔症獣 ノ現嚢 アモ ノヲ意味 スル。

而 テ本統 計作成上感 ぜラレタコトハ健康 歌態調

査 二就 テ、死 亡叉 ノ・重篤 ナ肺結核 二移行 セルモ

ノ叉 ノ・目下治療 中 些モ ノノ調査 ハ比較 的容 易 デ

ァ リ同答 又ノ・來院 セルモ ノ多 キニ反 シテ、輕快

全治 セル モ ノハ時局柄職 業上 ノ移動又ノ・轄 居 ス

ルモ ノ多 ク調査 昌支障 テ來 タシタ。 爲 メニ本報

告 二於 テノ・他 ノ先人 ノ報告 二比 シテ其 ノ死 亡率

肺結核 移行 率 ガ高 イ傾 向ハ兎 レエナ イ。 即 チ肋

膜 炎経過 中喀 庚結核菌陽性牽 モ婁 二余 ノ報 告(9)

シ タモ ノヨリモ高李 デア リ55.7%二 昇 ル。

以下本報 告ノ・以上 ノ意 味二於 ケル肋膜 炎 ノ豫後

(1-3年 間)デ アルコ トテオ含 ミオカvン コト

ラ希 フ次第 デ アル。

、

肋膜炎 ノ豫後 テ観察 スルニ當 ツテ先ヅ肋膜炎テ
ー次性 トニ次性二分 ケテ之 テ行 ツタ。 即チ50

例 ノー次性肋膜炎ハ從來明カナ結核性疾患ノ・ナ

クー見健康 ト思ノ・レル人二突嚢的二出現 スル所

m.成 績拉 二考按

肋膜炎 ノ種別 ト豫後

第1表 肋 膜 炎 ノ種 別

謂特嚢性肋膜炎テ意味 シ、20例 ノニ次性肋膜

炎ハ既二明カナ結核性肺疾患 ノ存在 シ1又ハ著明

ナ石炭化竈 テ「レ」線上認 メルモノニ随件 シテ來

タ随伶性肋膜炎 ラ包含 シタ。
グ

ト豫 後

壕＼
＼
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一般 二特嚢性ミ燕性肋膜炎纒過後、肺結核 テ嚢病 外 二於 テ糞病 スル モノ ト考 ヘ ラレテヰル。余 ノ

スル準 ハ報告 ・・.ヨツテ差 ハ ァル ガ、10-30%内 例 ニテノ・第1表 、 一次性肋膜炎50例 中登病 セ
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ル モ ノ11例(22.%)中 死 亡7例(14。0%)、 二

次性肋膜 炎20例 中死亡+悪 化 セ ル モ ノ15例

(75.0%〉 中死 亡13例(65.0%)、 縮 艦 トシテ70

例 中死 亡+悪 化26例(37.1%)申 死 亡20例(28.

6%)二 當 ル。

要之、肋膜炎ノ豫後ハニ拠 匪肋膜炎ガ著明二不

良 デアヅテ1-3年 間:其 ノ大部分(75・0%)ガ

死亡叉ハ悪化スルニ反 シ、一次性肋膜炎二於テ

ハ肋膜炎経過後 ノ登病率ハ22・0%デ アツテ大艘

二今迄 ノ報 告 ト相似 スル傘 テ示 シテヰル。

二、喀疾中結核菌 ノ槍索 ト肋膜炎 ノ豫後

第2表 喀埃中結核菌 ノ槍索 ト肋膜炎 ノ豫後

1＼ 、喀疲中結核菌聚落数

♂
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70例 ノ肋膜炎中、其 ノ経過中・c喀擁 ノ結核菌

検索テ行ツタモノハ61例 ヂアル。 肋膜炎経過

中 ノ喀疾結核菌 ノ有無、多寡 ト肋膜炎豫後 トノ

關係ノ、第2表 ノ如 ク興味アル成績 テ示 シテ ヰ

ル。師チ肋膜炎経過中二其 ノ喀庚中二結核菌ヲ

多嶽二謹明スルモノノ豫後 ハ著 シク不良 デアル

ノニ反 シテ、結核菌ヲ培養陰性叉ハ培養上聚落

ノ僅少ナモノノ豫後ハ良好 デアル コトガ判ル。

結核性肺疾患二於 ケル喀疾中結核菌 ノ検索殊二

培養法ユヨッテノミ謹明サレル僅少ナ結核菌ガ

初 感染 ノ運命、肺結核 ノ豫後二重大 ナ意義 ノア

ルコトハ既二熊谷教授 α}齢,、岡捨己氏 翰、 貝

田勝美氏 ㈲等 ノ業績ユ ヨヅテ明カデアル。肋膜

炎昌於 ケル喀疲中結核菌検索 ノ意義モ亦、肋膜

炎 ガ結核症 トシテノ豫後 ノ問題 デアルベキデア

ル。而 テ,肋 膜炎患者 ノ喀峻培養成績 ト其 ノ豫

後 トノ關係テ観察 シタモ ノニハ、余ハ唯、熊谷教

授 ノ報告ヲ知ルニ過 ギナ ィ、 郎 チ、 肋膜炎58

例中ニテ、喀疾培養陽性 ノ肋膜炎21例 申9例

(42.9%)二 、 培養陰性肋膜 炎37例 申3例(8.1

_3

34(55.7%)

4

2
-一 一一一35 。3%一_.一_70◎4%

217

127(44.3%)

%)二 其 ノ肋膜炎経過後、結核性肺疾患二移行 シ

テヰル。余 ノ例二於 テへ 肋膜炎61例 中・=一テ、

喀庚培養結核菌陽性肋 膜炎34例 中19例(55。9

%)二 、培養1輿性肋膜炎27例 中4例(14.8%〉 二

重篤ナル肺結核二移行 シ又ハ死亡 シテヰル。又

之 ヲ軽快全治 セル肋膜炎二就テ観 レバ、培養陽

性肋膜炎ハ35・3%、培養陰性肋膜炎ハ(70.4%)

ノ治癒寧ヲ示 シ、明 カニ喀疲培養陰性 ノ肋膜炎

ハ其 ノ豫後ガ良好デアルコトガ制 ル。以上熊谷

教授 ト余 ノ例 ヨリシテ、喀疾培養結核菌陽性 ノ

肋膜炎ハ陰性 ノ肋膜炎二比 シテ、其 ノ豫後`於

テ遙 カニ重篤ナル肺疾患ユ移行 スルモノノ多 イ

コ トハ明 カナ事實 デアル。叉喀疾中結核菌 ン多

寡 ニヨツテモ其 ノ塗抹陽性叉ハ培養聚落 ノ多鍬

ノモノノ燦 落僅少 ノモノニ比 シテ其 ノ働 麦ガ悪

イノデアル

要之、喀庚中結核菌 ノ検索ハ肋膜炎 ノ豫後芦重

要ナ指針ラ與ヘルモノデアツテ、其 ノ有無、多

寡ハ肋膜炎 ノ遠隔豫後 ノ良否二密接ナ闘係ヲ有

スル。帥チ喀疾中結核菌陰性 ノ肋膜炎ハ ソレノ
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陽性 ノ肋膜炎二比 シテ其 ノ豫後ノ・遙 カニ良好デ

アリ、次 イデ陽性 ノ肋膜炎就 テニモ聚落 ノ僅少

ナモノハ聚落多数ナモノ及 ビ塗抹陽性 ノモノニ

比 シテ其 ノ豫後ハ良好 デアル。而テ塗抹陽性叉

ハ聚 落多獄 ノモ ノノ、肋膜 炎経過 後1--3年 内 二

其 ノ約70%ハ 死 亡 ス.重 篤 ナ肺結核 ノ歌態 二移

行 スル。 禰 僧

三、滲 出液結核菌培養成績 ト肋膜炎 ノ=豫後

滲出液中ノ結核菌ノ多寡、浦長 ト肋膜炎 ソノモ

ノノ病型、経過等 ノ観察 ヲ行 ツタ業績 ハ多々ア

ッテ、余モ亦之 ヲ行 ツテ報告 シタ。然ルニ肋膜

炎 ノ遠隔豫後 トノ關係ラ明カニシタ報 吉ハ見常

ラナイ。余ハ今回肋膜炎縄過後1-3年 以内ノ

豫後二就 テソレラ肋膜炎滲出液 ノ結核菌培養成

ア

績 トノ關係 ラ考察 シテ見 ル ト、喀疾 ノ場合 トハ

少 シク其 ノ趣 ヲ異 ニ スル成績 テ得 タ。即 チ喀疾

ノ場 合 ノ如 クー律 二結核菌 ノ有無 、多寡 ガ直接

ソノ豫後 二密接 ナ關 係テ有 スル ト云 フ成績 テ示

サナ イコ トヲ知 ヅタ。第3表:・ ・示 ス如 ク。

(1)滲 出液結核 菌培養陰性 ノ肋膜 炎9例 中1

第3表 滲出確中結核菌 ノ培養成績 ト肋膜炎ノ豫後
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畷 同ノ検索ニテ滲出液中結核菌ヲ培養詮明シ得タモノ

例(11・1%)ノ ・肺結核 ニテ死 亡 シ、5例(55.6%)

ノ・輕快全治 シテヰル。即 チ例数 ム於 テ不足ハ ア
'ル ガ
、滲 出液 申結核 菌陰性 ノ肋膜 炎 ノ豫後 ノ・少

ク トモ死 亡悪 化スルモ ノガ勘 ナイコ トガ判 ル。

而 モ之 ラ滲 出液中結核 菌陽牲 ノ肋膜 炎 ノ死 亡悪

イヒ牽(4ユ.0%♪ 二・彙交ハごノレト格段 ノ差 ノァノレコ トガ

甥 カデアッテ、滲 出液 中結核 菌陰性 ノ肋膜炎 ノ

豫後 ハ良 好 デ アル。

(2)滲 出液結核菌培養陽性 ノ肋膜炎61例 中

25例(41.0%)ノ 、死亡5〈ノ・悪化 シ、31例(50.8%)

轟輕 快全治 テ見、肺結核 へ移行 スル モ ノト移行

シナ イモ ノ トハ相孚バ スル成績 テ示 シテヰル。

・(3)而 テ ソノ肺結核 ヘ ノ移行傘 ノ、滲 出液培養

結 核菌陽性 ノ肋膜 炎ハ ソレノ陰性 ノ肋膜炎 二比

ス レバ遙 カニ高傘 テ示 シテ ヰルガ、 ソノ肺結核

鼻移 行 セズ軽 快、全治 スル モノハ恰 モ滲出中結

核菌 ノ陽否 ガ ソノ豫後 二關係 シナ イヨウナ爾者

共 二約50%ノ 治 癒 傘 テ示 シ テヰル。 即 チ滲 出

液 中 ノ結核 菌 ハ肋膜 炎 ガ肺結核 二移行 ズルニ封

シテノ・大 キナ役割 ヲ占プルガ、治癒 二向 フ場合

ニハ何等 關係 ガナ イモ ノ ノ如 クデ アル
。

(4)更 二之 テ滲 出液培 養陽性例 中、其 ノ聚落

ノ多寡 二就 テモ大艦 上述(1>,(2) ,(3>ノ 傾 向

ノアル コ トガ認 メ ラレル。

要之、滲 出液中結核 菌 ノ陰性 又ノ・其 ノ聚落 ノ僅

少 デ アル ト云 フゴ トハ肋膜 炎 ノ豫後 ガ良好 デ ア

ツテ少 ク トモ肺結核 二移 行 スルモ ノガ少 ナ イコ

トガ判 ル。而 テ聚落 ノ多数 ノモ ノハ其 ノ豫 後 ノ

良好 ノモ ノア リ、 重篤死 亡 スルモ ノアリ,良 否

相 傘バ シテヰル管 帥 チ滲 出液 申結核菌 ノ肋膜 炎

ノ豫後 二封 スル判噺 ハ唯結核菌陰性又 ハ聚 落 ノ

少サ イ時 ノミ其 ノ豫後 ノ多 クノ・良好 デ アル ト云
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、

フ指針 ヲ與 ヘルニ スギナ イ。聚落 ノ多歎 ノモ ノ

鼻就 テノ・之 レノミテ以 テ豫後 ノ良否 ノ牟嘘定 二資

ス ル コ トハ 出 來 ナ イ、

ズ

四、喀疾蛇 二滲出液 ノ結核菌槍索 ト豫後
、

第4表 喀疾蛇二滲出液 ノ結核菌検出 ト肋膜炎ノ豫後

＼＼騨 聚落数

滲毘液聚蕗薮 ・

_(+)_.}(一)

塗(+)一 ・・111・ ・-361}35-・!

(+)

… 以引9省2≦ ② ・;4<③ 「4囑 曾L7%
…

100→36 1<①
…

83.3%

口
16.7% li4囑1

口
50.0%

35→1 9〈囲 い 噛 象4.5%i4<回

i

」

」

16瑠07 .7楚

(一)i・ く①1巳5 .4%1{3噛 曙9.2%
3〈 周

註○ハ内死亡 悪化

第4表 二示 スヨウ・=、肋膜炎 ノ豫後ハ喀衷及t"

滲出液中共二結核菌ラ多撒二謹明スルモノガ最

モ不良 デアリ、雨者 カラ陰性叉ハ聚落 ノ僅少 ノ

モ ノガ最モ良好 デアル。爾喀疲中結核菌陰性又

ハ聚落僅少、滲出液中聚落多数 ノモノノ・、喀庚

中菌多藪、滲出液申陰性叉ハ僅少 ノモノニ較べ
の

テ稽 ㌃豫後良好 ノ傾向ラ示 シテヰル。即チ弦二

於 テモ喀疾中ノ結核菌ノ・滲出液申ノ結核菌二比

シテ肋膜炎 ノ豫後 ノ指針上重要ナ役割 テ占メル

[]ノ・内 全 治 輕 快

コ トガ判 ぞレ。

以上 ニ ヨツテ余 ハ肋膜炎 ノ遠隔豫後 ヲ知 ル上 ユ

ノ・該肋膜 炎経過 申 ノ喀疾培養成績 ガマコ トニ意

義 ノ深 イモ ノデアル コ トラ痛 感 シタ。

是 二於 テ余 ハ更 二肋膜炎経過 中 ノ喀疾培 養成績

ラ緯 トシ、其 ノ他 ノ臨林諸 事項 ヲ経 トシテ肋膜

炎 ノ豫後 ガ如何 ナル關係 ・・一在 ルカラ2,3観 察 シ

テ見 タ。

o 五、喀疾中結核菌 ノ陽否拉 二「v」線肺野所見 ト豫後(第5表)

第5表 喀疾中結核菌ノ有無蚊二X線 肺野所見

ト豫後 〆

謙 欝 (一) (+)

一肋 肺野二著髪
ナキモ ノ

6〈鶴i3噛

次騰
瀞 門淋巴腺腺性炎 大叉ハ肺野二

嘘潤像アルモノ
・6瑠 ・8く箇

二雄 膿 炎{5喝113瑠

註O内 ハ死亡及悪化

口内ハ全治輕侠

二次性肋膜炎二於テハ噸 爽中結核菌培養 ノ陽否
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第6表 喀疾中結核菌 ノ有無並二赤沈値動描

(2emm以 上)ト 豫後

'＼
、 喀疹沖 結、＼ 核菌

赤1沈値 。
(一) (+)

減 少 ・4〈畠89釜
% ・・囑98:8髪

墳加叉ハ不饗 }裏・噛18:8髪

　

・9瑠 舞1:ε髪

註 ○内ハ死亡.悪 化[ユ 内ハ全治.輕 侠
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1六 、喀疾中結核菌 ノ陽否拉 二赤沈値 ノ動揺 ト豫後(第6表)

肋膜炎ノ経過中其 ノ赤沈値20mm内 外 ノ動揺二

就 テ、減少 ト其 ノ他(檜加及 ビ不攣)ト ノニ者二

分 ツテ、 コレト喀疾培養成績 二就 テ其 ノ豫後 ラ

観察 シタ。'

喀疾申結核菌陰性ニシテ赤沈値 ノ滅少スルモノ

ノ豫後最モ良好デアリ其 ノ治癒傘85.7%二 及

ブ。菌陽性ニシテ赤沈値 ノ檜加又ノ、不愛 ノモノ

イ豫後最 モ悪 ク其 ノ牛藪 ハ死 亡叉 ノ、重篤 二 陪

ル。而 テ赤沈値 ノ減少 テ示 ス肋膜炎 ニテモ其 ノ

喀疾中結核 菌陽性 ノモ ノノ・、愉赤沈値檜加又ハ不

鱗 菌陰 幽 モ ノニ較 くごル ト其 ノ豫そ豪ノ・悪 イ。

弦r於 テモ亦、肋膜 炎 ノ豫後判定 二喀疾亀養 ノ

赤沈値 測定二勝 ルモノデァル コ トガ剃 ル。

七、 喀疾 中結 核 菌 ノ陽否 拉 二「ツーミノレク ソン」皮 内反 慮 ノ推 移 ト豫 後

余ハ肋膜 炎ノ経過 中ノソノ病初 ト轄鋸時 ノ「ッ」

反慮 ヲ比較 シテ ソノ減弱、増強及 ビ著攣 ノナイ

モノニ分 ツタ。 コノ「ヅ」反慮 ノ椎移及ビ喀疾結

核菌培養成績 ト肋膜炎 ノ豫後 トノ間ニハ何 ラ認

ムベキ成績 ヲ示 サズ、 「ツJ反 慮 ノ推 移ノ、菌陽性

及 ビ陰性 ノ肋膜 炎爾 者共、其 ノ豫後 二關係 テ見

出 シ得 ナ イ。

蓼

八、喀疾中結核菌 ノ陽否拉 二肋膜滲出液 ノ瀦溜多寡及 ビ期間 ト豫後

先 ヅ滲出液瀦溜 ノ多寡ハ喀療中結核菌培養 ノ陽

否ニハ關係ノナイ成績 ヲ示 シ、其 ノ豫後 二就 テ

ハ滲出液瀦溜多量 ノモノハ喀疾中菌 ノ陽否二拘
ヘ

ラプ大罷豫後ハ良好デアル。中等量、少量瀦溜

ノモ～ハ喀疲中菌陽性ノモノガ陶 生ノモノ三比

較 シテ遙 カニ豫後 ノ悪 イ成績デアル。

次 ギニ滲出液瀦溜期間 ト喀疾申結核菌 ノ陽否ハ

塵々デ アツテー定 ノ成績 テ示サナイ。又其 ノ豫

後 ハ喀覆 菌陰種肋膜 炎ノ・大艦瀦溜 期間 ノ長短 二

拘 ラズ良好 デアル ガ、菌陽姓 ノモ ノノ・極 ク短期

間 ノ瀦溜(二 次 性肋膜 炎 ガ多 イ)及t"3ク 月 以上

ノ長期 二亙 ツテ瀦溜 ヲ績 ケルモ ノノ豫後 ガ最 モ

悪 久3ソ ノ他 ノモ ノハ瀦溜期1-2ケ 月 間 ノモ

ノノ方 ガ2-3ケ 月 聞 ノモノヨ リ治癒卒 二於 テ

少 シク良 イ成績 テ示 シテヰ ル。

九.喀 疾中結核菌 ノ陽否 ト年齢、性別、患側 ト豫後 トノ關係

年齢 ト豫後 ユ就 テハ、14歳 以下最 モ良 ク死 亡

悪化 セルモ ノナ ク、次 二・15-25歳 、36-50歳

亀6-35歳 ノ順 デア リ、51歳 以上 ノ、豫後 ガ最 モ

悪 ク全部 悪 化死 亡 シテヰル。

而 テ各年齢層 二就 テ喀 庚培養成績 ト肋膜 炎 ノ豫

後 テ考察 シテ見 ル ト、14歳 以下ハ 結核 菌 ノ陽

否 二拘 ラズ豫後 ハ良好 デァリ死亡悪化 セルモ ノ

ナ 久51歳 以上 ハ陽否`・pmラ ズ総 テ不良 デ ア

ル。其 ノ他 ノ年齢層 ニテハ15一 蘭 歳 二於 テ 喀

庚 陽性 ノモ ノノ豫後ハ陰性 ノモ ノニ比較 シテ他

ノニ年齢層 即 チ26-35歳 、36--50歳 ヨ リモ顯

著 二豫後不良 デ アル コトハ注 目二値 スル コ トデ

ァル。帥 チ15-25歳 ノ青年層 二・於 ケル 肋膜炎

ノ・喀疲 二菌 ガ詮明 サ レル カ否 カニヨツテ其 ノ豫

後 二著明 ナ差 ヲ生 ズか由 デ アツテ菌陽種者 ノ肺

結核 移行傘 ハ非常 二高 ク、陰性 ノモ ノハ反 之、

ソノ治癒率 ガ著明 二良 イノデ アル。換言 スレバ

14歳 以下 ノ肋膜炎 ハ菌 ノ陽 否二拘 ラ ズ 良 ク、

51歳 以上 ノ肋膜炎 ハ菌 ノ陽否二拘 ラ ズ 悪 ク、

其 ノ他 ノ年齢層バー般 二菌場姓 ノモ ノノこ陰性 ノ

モ ノニ・比 シテ 豫後 ハ悪 イガ、 特 一:-15--25歳 二・

テハ喀疾 中結核菌 ノ有無ハ其 ノ豫後 二重大 ナ意
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義 デ持 ツテオ リ、 コ ノ年齢層 ハ上述 ノ如 ク全膿

トシテノ・豫後 ノ比較 的良好 ナモ ノデアヅテ、喀

疾 菌陰 性 ノ場合 ノ治癒 傘ハ非常 二良 イノデプル

ガ、菌 陽性 ノ場 合ハ反封 二豫後 ガ著 明』悪 ク肺

結核 二移行 スル モ ノノ多 イコ トハ注 目スベ キコ

トプ アル。

性別 ト喀疾菌陽否二就 テハ特別 ノ成績ハナク、

菌 ノ陽否二拘 ラズ女子 ノ治癒傘ハ男子二比 シテ

少 シク劣ル成績 ヲ示 スノミデアル。(死 亡悪化

傘ニハ殆 ンド雨者 ノ差 ハナ ィ)即 チ 肋膜 炎 ノ治

癒 ハ女子 ノ方 ガ男子 ヨリモ選 レル傾 向 ガ アル ノ

デ アロウカ。豫後 ノ悪 イモノノ順 二列 ベ ル ト、

女、喀疾菌 陽匪、男、陽性 、女、陰 性、 男、陰 性

デアル。患側 ト喀疾 ノ陽否 二就 テヘ ー般 二爾

側性 ノモ ノ最 モ悪 久 殊 二菌陽性 ノモ ノユ顯華

ヂ アル。左右 ノ別 二就 テハ右、菌 〈+)、 左、菌、

(+〉 、右、菌(一 〉、左菌(一)ユ テ、一般 二右側 ガ

左側 二比 シテ豫後 ノ悪 イ ト云 フ成績 ヲ示 シ タ.

十、肺結核登病迄 ノ期 間及 ビ死亡迄 ノ期間 ト喀淡及 ビ滲出液 中結核菌 トノ關係
筆

第7表 肺結核登病迄 ノ期問(死亡迄 ノ期間)ト喀疾及ビ滲出液中結核菌トノ關係
【
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(第7表)上 述 ノ如ク喀疾中結核菌 ノ検索ハ肋膜

炎 ノ豫後二重大ナル關係 ガァリ、其 ノ豫後 ノ判

定二資 スル事多キヲ知 ツタ。而 テ肋膜炎経過後

肺結核 ヲ登病 シ叉死亡スル迄 ノ期間 ト喀疾 中聚

落 ノ有鰍 多寡 トノ間二如何ナル闘係ガアルカ.

ヲ考察 スル ト、喀 擁中結該菌 ノ多 イモノ程肋膜

炎後肺結核 ヲ登病及 ビ死亡 スル期間 ノ短 イコト

テ知 ツタ。9Pチ 喀疾中結核菌 ノ多激 ノモノハ6

ケ月以内二既ニソノ孚敷以上ハ嚢病 シテヰル。

次 二滲出液中結核菌 ノ肋膜炎 ノ豫後 二封 スル刺

断ニノ・唯結核菌陰性叉ハ聚落 ノ少ナイ時 ノミ其 ノ

豫後ガ良好デアル ト云 ヒ得ルガ、聚落 ノ多藪 ノ
ゆ

場 合ニノ、之 レノミニ テハ豫後 ノ推測 チ許 サズ、

死亡悪化スルモノト治癒 スルモノガ相牛バスル

コトハ既二述べタ。而 テ今、肋膜炎ガ死亡悪化

スル揚合二就テノミ、 ソノ滲出液中結核菌培養

ノ陽否、多寡 ト豫後 トノ驕係 テ観察 スレバ、明

カニ聚落 ソ多撒二蟄見サ レル肋膜炎穗 肺結核

ヲ嚢病叉ハ ソレニテ死亡スル迄 ノ期間 ノ短 イコ

トラ知 ヅタ。廓チ滲出液中結核菌ノ・ソノ肋膜炎

ガ治癒二向ヘル場合ニハ其 ノ聚落 ノ多寡ハ毫 モ

豫後二關係 スルコトハナイガ、悪化 シテ肺結核

二移行 スル時ニハ聚落 ノ多イモノ程豫後 ガ悪 ク

叉短期間二肺結核二移行 スルモノデァル コトテ

知ル。

1"
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IV.結 語

以上エ ヨツテ余ハ肋膜炎 ノ遠隔豫後 ヲ知ル上ニ

ハ喀疾培養 ノ成績 ガ重大ナル意義 ノアルコトテ

強調 シタイ。初感染 ノ蓮命、肺結核 ノ豫後 ヲ知

ル上二喀疾培養ガ如何二密接 ナ關係 ノアルカノ、

今更喋々 ト述ベル必要ノ・ナイノデアツテ、肋膜

炎ゼ亦、肺 ノ結核病竈 二起因スルー ツノ部分現

象デアル以上、 ソレノ豫後 モ亦、結核症 トシテ

ノ豫後 ノ問題 デナケレバナラナィ.從 ヅテ肋膜

炎 ノ豫後 テ知ル上二肋膜炎経過中二於 ケル他 ノ

幾多ノ症葺犬蚊二生物學的諸検査モ豫後 ノ判定上

轟役立 ツコトノ・勿論デァルガ、 ソレラ症歌拉二

諸検査成績 ノ輕重二幻惑サレテ豫後 ノ判定 テ誤

ルコトナク、肋膜炎 ガ結核症 デアル以上ハ喀疾

培養 ヲ以 テ第一義 トナサルベキデァル ト思ブ。

而 テ肋膜炎縄過中喀疾結核菌塗抹陽性又ハ培養

上聚落多数 ノモノ程、 ソノ豫後ハ悪 ク且ツ短期

間内二肺結核 テ嚢病及ビ死亡スルノニ反 シテ、

培養陰性又ハ聚落 ノ少藪 ノモノハ ソ/豫 後ノ・良

好 デア リ肺結核 ラ爽病 スル モノノ・非常僅少 デァ

ル。 即 チ喀疾培養成績 ノ・肋膜炎豫後 ノ重要 ナル

指針 トナ リ得 ル。

爾、滲出液培 養成績 ユ ヨル肋膜 炎 ノニ豫後 ノ刺定

ノ・一般 二唯培養陰性又 ハ聚落少数 ノ場合ニ ノミ

限 ツテ ソノ豫後 ノ良好 デアル コ トテ物 語 ルモ ノ

デアルガ、聚落 ノ多数 ノ場合 ニノ・必 ズ シモ ソノ

豫後 ハ不良 デナ 久 豫後 ノ良 否ガ相牛バ シ、 コ

レノミヲ以 テ シテノ、豫後 ノ判 定肇二資 スル コ トハ

出來 ナ イ。然 シ肋膜炎 ガ肺結核 二移行 スル場 合

二於 テノ・
、滲 出液培養成績 ハ喀疾 ノ場 合 ト同 ジ

ク、 ソ ノ聚落 ノ多敷 デァルモ ノ程、早期 轟嚢病

及 ビ死亡 スル傾向 ガ認 メラ レル。

稿 ヲ終 ルニ臨 ミ、恩 師慶大西野教授 ノ本研 究 ノ

課題 テ余 二命 ゼラ レタコ ト、御校閲 ノ勢 テ辱 ク

シタコ トヲ謹謝 シ、院長三方悦藏博 士 ノ御指導

二深謝 シマス。
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